
10 カ月決算とは・・・・10 カ月決算を目指す理由 

 
―― 10 カ月決算は独自の考え方とお聞きしましたが、 

どのように進めていらっしゃいますか。  

 
横山  

クラウド会計を使用するにあたり、自計化これから経営や経理を勉強してほしい経営者

の方には、「完全に自計化（会社で記帳を行うこと）しなくてもいいので、8 割ぐらいまで

やってください。最後の仕上げは私に任せてください」というような感じで進めています。

そのようにして自計化の垣根を低くしているのです。具体的には、3 年計画ぐらいで、最初

は現金出納帳や通帳の預金の値を入力し直してもらい、その次は、売掛金や買掛金を入れる

段階までいきます。給料に関しては複雑な仕訳が多いので、そこは全部任せてくださいとい

うような感じです。残りの２ 割の部分はこちらできっちり押さえていくことによって品質

を管理していきます。 

 

――１０カ月決算は８割の自計化の延長線にあります。 

横山 財務応援のデータ共有を利用した８割の自計化により、月次損益が翌月１５日前後

で把握できます。「 

１０カ月決算は、８カ月の実績＋２カ月予想を「シュミレーションソフト」を利用して、

の行い、通期の損益と納税額を予想することです。 

２カ月あれば、設備投資・在庫圧縮・決算賞与・経営者保険の見直し 等の対策ができ、

納得して、気持ちよく納税をしていただけます。 

さらに、翌期のスタートダッシュも可能となります。 

 

―― いろいろと積極的に取組んでおられるご様子ですね。今後のますますの発展を期待

しています。今日は大変興味深いお話をどうもありがとうございました。 

 

＜EPSON MATE インタビュー記事より＞ 

 

 

 


